



















	Text1: わたしの耳について
	Text2: ○○　○○
	Text3: 発音は健常者と変わりませんが、話している内容までは聞き取れません。簡単な日常会話程度であれば読唇によりある程度理解できますが、仕事に関わる場面では、聞き間違いを避けるためUDトーク等の音声認識か筆談でのコミュニケーションを希望します。
	Text7: 代わりに電話対応していただけると助かります。
	Text5: 困っている様子だったら声をかけてください。
	Text11: 資料は事前に配布いただけると助かります。また、主催者への情報保障の協力依頼をフォローくださると嬉しいです。
	Text10: 発言の際は、挙手してから、一人ずつ順番に話していただけると助かります。
	Text8: 要所要所で話の内容を伝えて頂けると嬉しいです。筆談が大変な時は、口を大きく開けてゆっくりめに話していただけると助かります。
	Text9: 発言の際は、マイクをON にして、一人ずつ順番に話してください。
	Text12: 電話リレーサービス※対応時間外などの時、代わりに電話していただけると助かります。
	Text13: 口元がよく見える状態で説明してください。衛生面からマスクを外せない場合は、筆談か音声認識を使っていただけると助かります。
	Text14: 状況を教えていただけると助かります。また、避難が必要な場合は、避難場所まで同行いただけると助かります。
	Text15: 筆談やスマホに文字を入力することをお願いすることもあります。
	Text22: 健常者よりも聞き間違いの頻度は多いです。
	Text23: ゆっくりハッキリお話しいただけると助かります。
	Text24: 入室時にカードリーダーのかざしが悪く共連れで入場した場合（タッチ音が聞こえないため）、退出できません。警備室とスムーズにコンタクトがとれるかも不安です。
	Text25: 1人部屋に残ることは極力避けたいので、お声掛けいただけると助かります。
	Text29: 
	Text28: 
	Text26: 後方からの呼びかけには気づきません。
	Text30: 
	Text31: 
	Text32: 
	Text33: 
	Text34: 
	Text35: 
	Text36: 
	Text37: 
	Text27: 無視しているのではなく、そもそも聞こえていないのです。視界に入るなど、注意を引いてくださると気づきやすくなります。
	Text39: 口を大きく、ゆっくりめであれば6割ほどですが、話し手が多かったり、固有名詞が出たりすると殆ど分からなくなります。
	Text38: 読唇でどの程度話を理解できますか？
	Text42: 
	Text43: 
	Text44: 
	Text45: 
	Text46: 
	Text47: 
	Text53: 電話（電話ができる方の例）
	Text54: 退社
	Text55: 挨拶
	Text56: 
	Text57: 
	Text58: 
	Text59: 
	Text60: 
	Text61: 
	Group1: 選択内容1
	Group2: 選択内容2
	Group3: 選択内容2
	Group4: 選択内容2
	Group5: 選択内容2
	Group6: 選択内容2
	Group7: 選択内容2
	Text40: 議事録を担当することは可能ですか？
	Text41: UDトークの認識率が高ければ、なんとか可能です。ただ、UDトークを相当意識いただく必要がありますので、ご協力お願いします。
	Text70: 難聴についてどの程度聞いて良いですか？（どのように言葉を獲得したかなど）
	Text71: 気にしないので聞いてください。
	Text72: ある人には読唇でほぼ話が通じたのに、別の人は殆ど分かっていなかった。なぜ？
	Text73: 本人の性格や育った環境などにより、個人差が非常に大きいです。中途失聴の方は、突然読唇ができるようになるわけではないです。どのような方法が良いか、本人に聞いていただけると喜ばれます。
	Text80: 会話
	Text81: マスクをしていると口の動きが見えないため読唇ができず、何を話しているのか分かりません。また、マスクを通した音声は子音など高い周波数成分がカットされてしまうため、不明瞭に聞こえます。
	Text82: 透明マスクなどを使って口を大きく開けてゆっくりめに話していただけると助かります。必要に応じて筆談ボードを使ってください。仕事に関する重要な内容は、聞き間違いを避けるため、メールでお伝えいただけると助かります。
	Text4: 車内放送の内容や、分かる範囲で遅延状況を教えて欲しいです。
	Text91: 皆で楽しくランチ…出来ればいいけど、何度も聞き直すのも悪いし。愛想笑いしつつ、ひたすら食事に徹する。
	Text92: 食事中は常に顔を上げているわけではないので、いつ誰が話をしているのか把握しにくいです。また、話が盛り上がるとついつい早口になるため、読唇が難しくなり、話の内容についていけないことがあります。
	Text93: せっかく音声認識を使っていても、正しく使ってもらえないと誤変換だらけ…
	Text94: 複数人の声が重なったり、複数台で同時にマイクがON の状態になっていると、文字の認識率が下がります。音声認識を利用する場合、一人ずつスマホまたはマイクを持ち、また事前に専門用語等を用語登録しておくなど工夫すると、誤変換を減らすことができます。
	Text95: いま誰が発言しているのか状況がつかめず、話し合いについていけない…
	Text96: 発言者の口の動きを見て、話の内容を類推します。次々と早いスピードで発言者が入れ替わると、誰の顔を見たら良いのかが分からない上に、顔を見た時にはすでに話の半分が終わっているため、内容を把握しきれないです。
	Text97: 当日に資料配布されたが、聞きなれない言葉（専門用語等）が多くてよく分からなかった。
	Text98: 口の動きを読み取って言葉を類推する読唇の場合、普段聞きなれない言葉の読み取りが困難です。
	Text83: 突然の電車停止。いつ動くのか状況が分からないし、相手への連絡をどうしよう…
	Text84: 車内に電光掲示板等が設置されていない時、状況が分からず戸惑っている可能性があります。
	Text85: カードリーダーのかざし方が悪かった？入室できずにウロウロ。（タッチ音が聞こえず分からなかった…）
	Text86: 電車の改札機や出退勤のカードリーダー等、反応を音で発する機器類は、検知できたかどうか分かりにくい場合があります。
	Text90: 機械を通した電話音声の応対は聞き取りにくく、聞き間違いも多くなります。
	Text6: 視界に入る等して注意を引いてくださると気づきやすくなります。
	Text89: 電話の呼び出し音には気付いているけど、相手が何を言っているのかまでは聞き取れない…
	Text88: 聴覚障がい者の場合、視覚情報に頼りがちです。足音や気配で気づくことが困難なので、死角から話しかけられると驚いてしまいます。
	Text87: 不意に肩を叩かれてびっくり！目の前のことに集中していたし、後ろから近づかれると気づきにくい。
	Text99: 待ち合わせ時間に遅れそう。誰か代わりに電話をして状況を伝えてくれると助かるんだけど…
	Text100: 会社・会場など、すぐに分かる連絡手段が電話番号しかない場合があります。
	Text101: 横向きやマスクをしたままなど、口元が見えない状態だと、話の内容がわからない…
	Text102: 発言者の口の動きを見て、話の内容を類推します。カルテやレントゲン画面に向かって、マスクを装着したままなど、口元が見えない状態だと話の内容を把握しきれません。
	Text103: 何か放送している様子で、周りの人が慌ただしく動いている。このまま待機？避難？　誰か教えて～
	Text104: 館内放送は何を言っているか分かりません。
	Text105: 楽しい交流会！オシャレで美味しいと評判の店だけど、店内照明が暗くて読唇ができない～
	Text106: 店内照明が暗いと、顔の表情や口の動きが見えにくく会話が難しいです。
	Text16: 次から次へといろんな人が話し始めると、誰が話しているのか分からず、読唇ができません。
	Text17: 話し始めに挙手などで私の注意を引いていただけると助かります。
	Text18: 参加者の顔が見えないこともあり、通常の会議よりも更に様子が分かりにくいため、内容についていきにくくなります。
	Text19: 発言時は名乗ってください。UDトークとセットで参加すれば、遠隔地の話もある程度分かります。UDトークも誤変換修正いただけると更に助かります。
	Text20: 緊急で連絡したくても、問い合わせ先が電話番号しか載っていないことがあります。
	Text21: 緊急で連絡が必要な時は、代わりに電話していただけると助かります。
	Text50: 複数人での会話
	Text51: TV会議
	Text52: 電話


